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事務事業番号 10602450064

目的が同種の事業
（国・府・市・民間）

国政選挙、地方選挙（府）実施の際の国・府による啓発事業

851

行政経営の効率化を推進する

0

0

金　　　額

50

65ポスターコンクール開催経費

類似事業
グループ選挙啓発事業

17,181

・枚方市明るい選挙推進協議会と協働による白バラ講座、白ばらセミナーの開催
・ポスターコンクールの実施
・機関紙白ばらの発行
・市内大学の学園祭において、若年層（学生）を対象とした啓発活動の実施

公職選挙法の規定により、選挙人の政治常識の向上に努めることや投票の方法等を選挙人に周知
するために必要であり、費用対効果を踏まえながら実施していく必要がある。

H25年度決算

従事職員数 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

総合計画体系 （施策目標）

市民（有権者）

事務事業名

目　　　的
（何のために）

公職選挙法

■直営

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

広く市民（有権者）に対し、選挙執行の周知及び投票参加への意識向上を図ることで、投票率の向上を
図ることが目的である。

根拠法令

実施方法

対　　　象
（誰・何を対象に）

事業内容

事業の必要性

コ　　ス　　ト

H26年度決算 H27年度当初予算

概算人件費

直接経費(B)

1.7

0.5

0.0

696

総事業費(A+B) 17,751

15,056 17,019人件費計(A)

732

財源内訳

H26年度決算 H27年度当初予算

15,752

H25年度決算

18,032

0

国庫支出金 0 0

府支出金 0 0

0

0

内　　　　　容

若年層啓発経費

54

158

機関紙白ばら発行経費

受益者負担
(使用料等)

0 0

その他 0

事業期間 担当部署 選挙管理委員会事務局

公約

一般財源

18.啓発

（監査委員）（市議会）
行政改革
実施プラン

校区推進委員会開催経費

17,751 18,03215,752

平成26年度
事業費の主な内訳

(人件費除く)
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単位

① 部

② 人

③ 人

① 円

② 円

③ 円

事務事業番号　 10602450064

目標を下回る

選挙啓発の効果は、投票率に直結するとは言えないものの、影響は大きいものと考えられる。
なお、国政選挙は投票率の変動が大きいことから、対象とする選挙は市議会議員選挙とする。
＜枚方市議会議員一般選挙投票率＞
平成15年4月27日執行　45.76％　／　平成19年4月22日執行　46.93％　／
平成23年4月24日執行　45.33％

選挙管理委員会事務局

機関紙白ばらの発行数 17,000

成果目標
達成状況

目標達成度

選挙啓発事業 類似事業
グループ

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

改善
18歳以上への選挙権引き下げを見据え、今まで大学生を中心に啓発活動を
行ってきたが、中学生や高校生に対して模擬投票を実施するなど、より選挙を
身近に感じてもらえるような事業を検討する。

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

一次評価結果
・選挙権年齢引き下げの動向を注視し啓発方法および名称を検討すべきでは。
・若年層への啓発の具体的な工夫が必要では。

機関紙を発行することで、市民（有権者）に広く選挙啓発活動を理解してもらい、選挙時における投票率の
向上を図る。また、白バラ講座の入場者数を少しでも多くするため、講師選定やポスター・広報を活用し、
周知活動を実施する。なお、講座・セミナーにおいて、参加者数を増やすことで単位当たりコストの削減に
努める。

特記事項

比較参考値
（他自治体とのコス
ト比較、サービス水

準比較）

H25年度 H26年度 H27年度(見込み)

125白ばらセミナーの参加者数

活動実績

活動指標もしくは成果指標

市民満足度
選挙啓発によって、市民（有権者）の選挙に関する意識の向上や選挙時における投票率の向上を図る
ことで、市民満足度を高めていく。

枚方市議会議員一般選挙においての投票率が減少傾向にあることから、
投票率の向上には至っていない状況である。なお、選挙啓発のため、
機関紙白ばら発行や白バラ講座及び白ばらセミナーの開催を行っている
が、講座・セミナーとも参加者は減少傾向にあるため、単位当たりのコストは
増加している。

事業のPR ホームページ・広報ひらかた・ポスターを活用し、各種事業のPRを行っている。

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

総事業費÷機関紙白ばらの発行数

167,462

1,061

目標とする成果
（費用対効果含む）

100

126,016 180,320

17,000 17,000

総事業費÷白ばらセミナーの参加者数

19,304 22,934

担当部署

106

927 1,032

800

事務事業名

事業開始年度

18.啓発

22,540

白バラ講座の入場者数

総事業費÷白バラ講座の入場者数

816 774
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